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り
ん
ご

　

弘
果 

弘
前
中
央
青
果

　

り
ん
ご　

12
月
28
日（
木
）
午
前
８
時
45
分
～

　

青　

果　

12
月
29
日（
金
）
午
前
６
時
～

　

津
軽
り
ん
ご
市
場

　
　
　
　
　

12
月
28
日（
木
）
午
前
７
時
30
分
～

　

弘
前
花
き　

　
　
　
　
　

12
月
27
日（
水
）
午
前
11
時
～

●
通
常
は
午
前
６
時
30
分
～
午
後
５
時
※
12
月
20
日

（
水
）、
12
月
29
日
（
金
）
の
両
日
の
み
午
後
３
時
ま
で

●
１
月
５
日
（
金
）
か
ら　

午
前
７
時
～
午
後
４
時

　

弘
果 

弘
前
中
央
青
果

　

青　

果　

１
月
５
日（
金
）
午
前
６
時
30
分
～

　

り
ん
ご　

１
月
５
日（
金
）
午
前
８
時
45
分
～

　

津
軽
り
ん
ご
市
場

　
　
　
　
　

１
月
５
日（
金
）
午
前
７
時
30
分
～

　

弘
前
花
き　

　
　
　
　
　

１
月
５
日（
金
）
午
前
11
時
～

平
成
30
年
初
市

二
〇
一
七
年 

弘
果
こ
の
一
年

平
成
29
年
止
市

弘 

　
果

津
軽
市
場

精
算
窓
口
営
業
時
間
の
お
知
ら
せ

　

２
０
１
７
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
僅
か
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
全
国
的
な
天
候
不
順
に
よ
る
夏
場
の
猛
暑
、
そ
の
後
の
日
照
不
足
、
低
温
、
台

風
等
に
よ
り
、
農
作
物
の
生
育
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
消
費
動
向
や
相
場
が
大
き
く
変
動
し

た
一
年
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
当
社
取
扱
い
の
り
ん
ご
、
や
さ
い
、
国
産
果
実
、
輸
入
果
実
そ
れ
ぞ
れ
の

２
０
１
７
年
を
振
り
返
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
産
り
ん
ご
は
、

開
花
期
の
低
温
や
強
風
の
影

響
で
カ
ラ
マ
ツ
の
発
生
が
多

か
っ
た
こ
と
と
、
夏
場
の
猛

暑
や
干
ば
つ
の
他
、
８
月
に

入
っ
て
か
ら
の
低
温
が
影
響

し
た
こ
と
で
小
玉
傾
向
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
に

続
き
黒
星
病
が
見
ら
れ
た

他
、
台
風
18
号
の
影
響
で
キ

ズ
果
も
多
く
見
ら
れ
数
量
、

良
品
物
共
に
少
な
い
状
況
と

な
り
ま
し
た
。
８
月
３
日
～

11
月
30
日
ま
で
の
累
計
は
、

数
量
３
３
６
万
８
千
箱
（
前

年
比
90
．
２
％
）、
平
均
単

価
３
９
５
３
円
（
前
年
比

88
．
８
％
）
と
な
り
、
昨
年

を
下
回
る
結
果
で
推
移
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
産
は
8
月
3
日
が
開

市
と
な
り
、
極
早
生
種
に
つ

い
て
も
小
玉
傾
向
の
た
め
昨

年
を
下
回
る
入
荷
数
量
と
な

り
ま
し
た
が
、
良
品
物
を
中

心
に
概
ね
堅
調
な
相
場
で
取

引
さ
れ
ま
し
た
。

　

早
生
種
の
「
つ
が
る
」
は
、

朝
晩
の
寒
暖
差
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
着
色
が
良
く
、
ま
た

他
県
産
の
出
遅
れ
か
ら
引
き

合
い
も
強
く
終
始
活
発
な
取

引
で
し
た
が
、
小
玉
傾
向

だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
販
売
単

価
で
は
前
年
を
下
回
り
ま
し

た
。

　

中
生
種
の
「
ト
キ
」
は
、

海
外
か
ら
の
引
き
合
い
が
強

く
、
ま
た
、「
早
生
ふ
じ
系
」

は
、
小
玉
傾
向
の
た
め
昨
年

を
大
き
く
下
回
る
入
荷
数
量

と
な
り
ま
し
た
が
、「
つ
が

る
」
の
早
い
切
り
上
が
り
か

ら
引
き
合
い
が
強
く
、
終
始

堅
調
な
取
引
と
な
り
ま
し

た
。「
ジ
ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
」は
、

長
期
貯
蔵
用
の
仕
入
れ
か
ら

堅
調
な
取
引
と
な
り
ま
し
た

が
、
小
玉
傾
向
だ
っ
た
こ
と

で
昨
年
を
下
回
る
入
荷
数
量

と
な
り
ま
し
た
。「
世
界
一
」

「
陸
奥
」
つ
が
り
あ
ん
ア
ッ

プ
ル
「
大
紅
栄
」
は
、
大
玉

を
中
心
に
海
外
需
要
が
高
ま

り
活
発
な
取
引
と
な
り
ま
し

た
。

　

晩
生
種
の
「
王
林
」
は
、

肥
大
が
良
か
っ
た
こ
と
か
ら

順
調
な
入
荷
と
な
り
ま
し
た

が
、「
有
袋
ふ
じ
」
は
小
玉

傾
向
が
響
き
昨
年
を
大
き
く

下
回
る
入
荷
と
な
り
ま
し

た
。
主
力
の
「
サ
ン
ふ
じ
」

は
食
味
も
良
く
大
玉
を
中
心

に
引
き
合
い
が
強
く
、
堅
調

な
取
引
と
な
り
ま
し
た
が
、

小
玉
傾
向
と
キ
ズ
果
、
つ
る

割
れ
の
発
生
で
良
品
物
が
少

な
い
入
荷
と
な
り
ま
し
た
。

　

り
ん
ご
部
で
は
、
現
在
設

置
し
て
い
る
９
か
所
の
り
ん

ご
集
荷
場
（
岩
木
、
目
屋
、

小
沢
、
大
鰐
、
平
賀
、
浪
岡
、

鬼
沢
、
十
面
沢
、
秋
田
県
北
）

を
次
年
度
も
開
設
し
て
行
く

他
、
選
果
委
託
品
の
販
売
に

つ
い
て
は
12
月
か
ら
選
果
機

を
稼
働
し
、
販
売
し
て
い
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
生
産

者
の
利
便
性
、
労
働
力
軽
減

を
図
る
等
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

フ
ィ
リ
ピ
ン
産
バ
ナ
ナ
は

干
ば
つ
の
影
響
か
ら
、
日
本

入
荷
が
少
な
く
、
堅
調
な
相

場
で
推
移
し
て
い
ま
し
た

が
、
春
の
需
要
期
に
は
生
育

も
回
復
し
た
こ
と
か
ら
、
入

荷
量
が
多
く
な
り
、
一
転
し

て
相
場
は
低
迷
し
ま
し
た
。

　

パ
イ
ン
は
作
柄
良
く
、
潤

沢
な
入
荷
と
な
っ
た
た
め
、

安
値
基
調
で
の
販
売
と
な
り

ま
し
た
。
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー

ツ
は
作
付
け
の
減
少
と
他
国

の
需
要
増
に
よ
り
、
堅
調
な

相
場
で
推
移
し
ま
し
た
。
オ

レ
ン
ジ
も
春
先
の
長
雨
、
夏

場
の
干
ば
つ
に
よ
り
日
本
入

荷
が
少
な
く
、
堅
調
な
相
場

で
推
移
し
ま
し
た
。

　

ゼ
ス
プ
リ
キ
ウ
イ
は
作
柄

に
恵
ま
れ
大
玉
傾
向
か
ら
、

単
価
高
で
の
取
引
と
な
り
ま

し
た
。

【
県
内
果
実
】

　

つ
が
り
あ
ん
メ
ロ
ン
の
ア

ム
さ
ん
は
、
品
質
・
食
味
と

も
に
良
い
こ
と
か
ら
贈
答
需

要
も
あ
り
、
好
調
な
取
引
と

な
り
ま
し
た
。
ア
ー
バ
ン
デ

リ
シ
ャ
ス
は
、
出
始
め
は
小

玉
傾
向
で
し
た
が
、
徐
々
に

大
玉
傾
向
と
な
り
、
８
月
上

旬
ま
で
は
他
県
産
の
品
薄
傾

向
か
ら
順
調
な
取
引
と
な
り

ま
し
た
。
ハ
ニ
ー
ゴ
ー
ル
デ

ン
メ
ロ
ン
は
、
玉
伸
び
も
良

く
、
品
質
・
食
味
と
も
に
好

評
価
を
得
て
、
単
価
高
で
の

取
引
と
な
り
ま
し
た
。

　

川
中
島
白
桃
は
、
旧
盆
明

け
以
降
の
干
ば
つ
に
よ
り
小

玉
傾
向
と
な
り
、
ま
た
、
他

県
産
と
競
合
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
、
前
年
を
下
回
る
単
価

で
の
取
引
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
他
県
産
が
切
り
上

が
っ
て
か
ら
は
、
引
き
合
い

が
強
ま
り
ま
し
た
。

　

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
は
、
９
月

に
入
り
好
天
が
続
き
、
寒
暖

差
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
順
調

に
着
色
が
進
み
ま
し
た
が
、

小
房
傾
向
な
ど
か
ら
生
産
量

が
減
少
と
な
り
ま
し
た
。
販

売
で
は
、
他
県
産
ぶ
ど
う
が

着
色
不
良
な
ど
に
よ
る
出
荷

量
の
減
少
か
ら
、
順
調
な
取

引
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
販
売
４
年
目
を
迎
え

た
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

は
、
生
産
量
が
年
々
増
え
て

お
り
、
需
要
の
高
ま
り
か
ら

貯
蔵
品
も
含
め
引
き
合
い
強

く
、
好
調
な
取
引
と
な
り
ま

し
た
。

【
県
外
果
実
】

　

夏
果
実
の
西
瓜
・
メ
ロ
ン

は
、
前
半
干
ば
つ
の
影
響
も

あ
り
小
玉
傾
向
で
推
移
し
ま

し
た
が
、
メ
ロ
ン
に
関
し
て

は
、
後
半
玉
伸
び
が
良
く
、

食
味
も
良
好
な
こ
と
か
ら
、

好
調
な
取
引
と
な
り
ま
し

た
。

　

秋
果
実
の
柿
は
、
花
芽
が

多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
小

玉
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

前
年
に
比
べ
単
価
安
で
の
取

引
と
な
り
ま
し
た
。

　

極
早
生
み
か
ん
は
、台
風
、

長
雨
の
影
響
か
ら
酸
抜
け
や

キ
ズ
果
が
目
立
ち
、
単
価
安

で
推
移
し
ま
し
た
が
、
早
生

種
に
切
り
替
わ
っ
て
か
ら

は
、
徐
々
に
品
質
も
良
く
な

り
、
12
月
以
降
は
、
生
産
量

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
年
明

け
以
降
も
引
き
合
い
が
強
ま

る
見
込
み
で
す
。

　

年
明
け
後
県
内
は
寒
気
の

影
響
も
少
な
く
、
３
月
に
入

り
日
照
時
間
が
多
か
っ
た
事

か
ら
、
下
旬
に
は
急
激
に
雪

解
け
が
進
み
ま
し
た
。

　

４
月
に
は
一
時
強
風
も
あ

り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
干

ば
つ
傾
向
が
５
月
下
旬
ま
で

続
き
、
果
菜
類
な
ど
は
入
荷

減
と
な
り
ま
し
た
。

　

７
月
に
は
全
国
的
な
猛
暑

と
な
り
、
末
端
消
費
は
非
常

に
鈍
く
引
き
合
い
が
弱
い
た

め
、
野
菜
全
般
に
安
値
と
な

り
ま
し
た
。
秋
に
は
相
次
ぐ

台
風
の
接
近
は
あ
り
ま
し
た

が
、
津
軽
地
域
で
は
大
き
な

被
害
も
無
く
順
調
な
入
荷
と

な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
根

菜
類
、
葉
茎
菜
類
な
ど
は
、

全
国
的
に
出
回
り
量
が
多

か
っ
た
た
め
、
引
き
合
い
も

弱
く
、
昨
年
を
下
回
る
単
価

が
続
き
ま
し
た
。

　

11
月
に
は
端
境
期
や
、
寒

波
、
曇
天
な
ど
に
よ
り
出
回

り
量
が
減
少
し
た
た
め
、
よ

う
や
く
相
場
も
回
復
し
平
年

並
み
と
な
り
、
年
末
ま
で
続

く
見
込
み
で
す
。

●
12
月
29
日
（
金
）
の
み　

午
前
８
時
～
正
午

●
１
月
５
日
（
金
）
か
ら　

午
前
８
時
～
午
後
４
時

輸
入
果
実

や
さ
い

国
産
果
実

★
両
市
場
と
も
土
曜
日
、
市
場
休
市
日
は
休
み
で
す



ひ ろ か だ よ り （2）

岩
崎
　
歩
主
麻
さ
ん
（
24
）

あ

す

ま

過
去
最
高
値
28
万
円
！

自

然

薯

一
町
田
せ
り

創
作
文
字
絵
り
ん
ご
研
究
発
表
会岩崎さん渾身の力作

過去最高値で取引された「松竹梅に龍虎鷹」

　
　
　
　
開
催
の
お
知
ら
せ

り
ん
ご
剪
定
勉
強
会

弘
果
り
ん
ご
連
絡
協
議
会

▼
浪
岡
地
区

　

日　

時
…
１
月
９
日
（
火
）
午
前
９
時
30
分
～

　

場　

所
…
有
馬
礼
蔵
氏
園
地
（
青
森
市
浪
岡
五
本
松
）

　

講　

師
…
鳴
海
和
昭
氏
・
須
藤　

実
氏

▼
平
賀
地
区

　

日　

時
…
１
月
10
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

　

場　

所
…
水
木
隆
行
氏
園
地
（
平
川
市
町
居
）

　

講　

師
…
長
尾
博
人
氏
・
山
田
敏
彦
氏

▼
中
弘
地
区

　

日　

時
…
１
月
11
日
（
木
）
午
前
９
時
30
分
～

　

場　

所
…
成
田
美
保
子
氏
園
地
（
弘
前
市
悪
戸
）

　

講　

師
…
下
山　

司
氏
・
木
村
裕
幸
氏
・
米
沢
久
隆
氏

▼
高
杉
地
区

　

日　

時
…
１
月
12
日
（
金
）
午
前
９
時
30
分
～

　

場　

所
…
寺
田
正
三
氏
園
地
（
弘
前
市
高
杉
）

　

講　

師
…
葛
西　

猛
氏
・
兜
森
浩
伸
氏

津
軽
り
ん
ご
市
場
連
絡
協
議
会

▼
剪
定
会

　

日　

時
…
１
月
10
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～

　

場　

所
…
白
鳥
一
成
氏
園
地
（
板
柳
町
三
千
石
）

　

講　

師
…
三
浦
博
寿
氏
・
斎
藤
美
樹
氏
・
今　

正
利
氏

▼
特
別
講
演
会

　

日　

時
…
１
月
10
日
（
水
）
午
前
11
時
30
分
～

　

場　

所
…
津
軽
り
ん
ご
市
場
２
階
会
議
室

　

演　

題
…
「
平
成
30
年
産
り
ん
ご
の
生
産
に
向
け
て
」

　

講　

師
…
津
軽
り
ん
ご
市
場
り
ん
ご
栽
培
指
導
室

　
　
　
　
　

室
長　
　

古
坂
徳
夫

　

家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向
け

努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

日　

時
…
１
月
13
日
（
土
）
午
前
９
時
30
分
～

場　

所
…
ヤ
マ
セ
農
園
園
地
（
弘
前
市
石
川
）

講　

師
…
工
藤
浩
政
・
木
原
善
範

大

紅

栄

「農」の「業」を継ぐ
期待の後継者

わ

ざ

の

う

大好評の名物「チャリティーカニ大鍋」
　

第
23
回
弘
前
市
場
ま

つ
り
が
11
月
26
日
、
弘

前
水
産
地
方
卸
売
市
場

を
メ
イ
ン
会
場
に
開
催

さ
れ
、
約
１
万
５
千
人

の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

祭
り
当
日
は
、
名
物

と
な
っ
た
３
メ
ー
ト
ル

の
大
鍋
で
煮
込
ま
れ
た

約
４
千
食
分
の
「
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
カ
ニ
大
鍋
」

が
振
る
舞
わ
れ
、
魚
介

類
、
野
菜
、
果
物
な
ど

の
販
売
や
、
巨
大
ア
ッ

プ
ル
パ
イ
の
作
成
、
マ

グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
、
模

擬
競
り
等
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
の
「
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
カ
ニ
大
鍋
」

で
集
ま
っ
た
募
金

13
万
１
２
２
９
円
は
、

Ｒ
Ａ
Ｂ
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ソ
ン
へ

寄
付
さ
れ
、
目
の
不
自

由
な
方
の
た
め
の
「
音

の
出
る
信
号
機
」
設
置

に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

熱気・活気あふれ大盛況！

第 23回弘前市場まつり

自然薯を掘り出す藤田さん

「一町田せり」収穫中の木村さん

今が 津軽の冬野菜

　

当
社
第
２
卸
売
場
特
設
会

場
に
於
い
て
11
月
22
日
、
弘

前
市
下
湯
口
の
岩
崎
智
里
さ

ん
が
制
作
し
た
文
字
絵
り
ん

ご
の
研
究
発
表
会
が
行
わ

れ
、
来
年
の
干
支
「
戌
」
や

縁
起
物
の
七
福
神
等
の
絵
柄

が
入
っ
た
72
種
類
２
８
１
点

の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
会
場

を
彩
り
ま
し
た
。

　

競
売
で
は
、
ス
タ
ー
ク
ジ

ャ
ン
ボ
の
ケ
ー
ス
入
り
３
個

セ
ッ
ト「
松
竹
梅
に
龍
虎
鷹
」

に
過
去
最
高
値
と
な
る
28
万

円
、
七
福
神
や
松
竹
梅
な
ど

が
描
か
れ
た
陸
奥
28
個
入
り

「
宝
船
」
が
20
万
円
の
高
値

が
付
く
度
、
会
場
が
ざ
わ
め

き
、
感
嘆
の
声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　

会
場
で
競
売
を
見
守
っ
た

岩
崎
さ
ん
は
「
亡
き
父
か
ら

文
字
絵
り
ん
ご
を
引
き
継
い

で
今
年
で
20
年
目
。
１
つ
の

作
品
が
今
ま
で
出
品
し
た
中

の
過
去
最
高
値
で
取
引
さ
れ

う
れ
し
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

【
住
所
】　

弘
前
市
下
湯
口

【
作
付
状
況
】

り
ん
ご
２
．
５
㌶

【
就
農
年
】

２
０
１
７
年

【
き
っ
か
け
】
り
ん
ご

栽
培
と
文
字
絵
り
ん
ご

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
続
け

る
父
の
姿
を
見
て
育

ち
、
漠
然
と
家
業
を
継

ぐ
つ
も
り
で
い
ま
し

た
。
高
校
は
農
業
を
専

攻
す
る
た
め
、
弘
前
実

業
高
校
の
農
業
経
営

科
に
進
学
し
ま
し
た

が
、
他
の
事
に
興
味
を

抱
き
、
卒
業
後
は
上
京

し
、
農
業
と
は
関
係
の

な
い
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
。
数
年
後
、
父
と

じ
っ
く
り
話
す
機
会
が

あ
り
、
将
来
的
に
家
業

を
継
ぎ
た
い
と
い
う
想

い
を
再
確
認
し
て
帰
郷

を
決
意
、
就
農
し
ま
し

た
。

【
現
在
】
父
が
育
て
制

作
し
た
「
文
字
絵
り
ん

ご
」
の
出
来
栄
え
を
見

て
、「
い
つ
か
自
分
も

こ
の
様
な
り
ん
ご
を
作

り
た
い
」
と
い
う
気
持

ち
が
奮
い
立
ち
、
り
ん

ご
生
産
者
と
し
て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。
そ
の
気
持
ち
を
糧

に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
め
、
日
々
の
作
業
の
１

つ
１
つ
を
疎
か
に
せ
ず
励

ん
で
い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
祖
父
、
父

と
続
く「
文
字
絵
り
ん
ご
」

を
自
分
も
継
承
し
、
い
つ

か
は
自
分
の
作
品
を
出
品

し
て
み
た
い
で
す
。ま
た
、

り
ん
ご
栽
培
に
於
い
て
、

父
の
技
術
、
経
営
を
踏
襲

し
つ
つ
も
、
新
し
い
事
に

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き

た
い
。

【
座
右
の
銘
】「
先
入
観
を

も
た
な
い
」
一
部
分
だ
け

見
て
全
て
を
決
め
つ
け

ず
、
常
に
色
々
な
可
能
性

を
考
え
て
行
動
す
る
。

　

大
鰐
町
唐
牛
地
区
の
藤

田
勝
清
さ
ん
の
園
地
で

11
月
20
日
、
自
然
薯
の

収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
雪
が
積
も
っ
た

土
中
か
ら
、
１
㍍
近
い
自
然

薯
を
折
ら
な
い
様
、
丁
寧
に

掘
り
起
こ
し
ま
し
た
。
今
年

の
出
来
に
つ
い
て
藤
田
さ
ん

は
「
７
月
の
干
ば
つ
の
影
響

で
や
や
小
振
り
な
が
ら
、
食

味
良
く
仕
上
が
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

当
社
で
は
、
11
月
26
日
に

行
わ
れ
た
「
弘
前
市
場
ま
つ

り
」
で
の
イ
ベ
ン
ト
か
ら
販

売
を
始
め
、
主
に
ギ
フ
ト
用

と
し
て
取
引
さ
れ
ま
す
。

　

弘
前
市
一
町
田
地
区
で
栽

培
さ
れ
る
「
せ
り
」
は
、
冬

で
も
凍
る
こ
と
の
な
い
豊
富

な
湧
水
を
利
用
し
た
、
約

４
０
０
年
の
歴
史
を
誇
る
津

軽
の
伝
統
野
菜
で
す
。

　

一
町
田
の
「
せ
り
」
は
、

独
特
の
強
い
香
り
と
シ
ャ
キ

シ
ャ
キ
と
し
た
食
感
が
特
徴

で
、
鍋
物
や
お
ひ
た
し
、
天

ぷ
ら
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
調

理
で
も
素
材
の
風
味
が
活
か

さ
れ
ま
す
。

　
「
一
町
田
せ
り
を
守
る
会
」

の
木
村
四
郎
さ
ん
の
園
地
で

は
、
現
在
、
収
穫
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
、
雪
舞

う
寒
い
中
、
水

に
腰
近
く
浸
か

り
、
作
業
を

行
っ
て
い
ま

す
。
木
村
さ
ん

は
「
収
穫
は
苦
労
を
伴
い
ま

す
が
、
そ
の
甲
斐
が
あ
り
、

今
年
も
良
い
『
せ
り
』
を
収

穫
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
「
せ
り
」
は
、

き
れ
い
に
水
洗
い
さ
れ
、
梱

包
し
て
市
場
に
出
荷
さ
れ
ま

す
。
収
穫
作
業
は
雪
が
降
り

積
も
る
2
月
頃
ま
で
続
く
予

定
で
す
。


